手術とホルモン療法を受けた乳がん患者の心理　テキストマイニングによる語りの分析から by 大高 庸平 et al.
　厚生労働省による人口動態統計1）によれば，平成






























































































































































　調査対象者の概要は Table 1 に示した通りであ
る．調査対象者は 30 代から 50 代の患者が 7名，60






すTable 2 によれば，インタビュアーと 10 人の乳
がん患者によるインタビュイーの総発話ユニット数
が 1,426（回）であったことがわかる．
Table 1　A病院で治療を受けた調査協力者 10 人のフェースシート
論文内 ID n01 n02 n03 n04 n05
年齢 50 代 70 代 60 代 50 代 30 代
手術日 2000 年 6 月 2003 年 10 月 1993 年 9 月 2004 年 7 月 2002 年 8 月
ホルモン療法開始日 2000 年 5 月 手術直後 本人自覚なし 2004 年 8 月 2002 年 9 月
調査日 2004 年 7 月 27 日 2004 年 7 月 27 日 2004 年 8 月 16 日 2004 年 8 月 16 日 2004 年 8 月 24 日
論文内 ID n06 n07 n08 n09 n10
年齢 70 代 30 代 40 代 50 代 50 代
手術日 2004 年 7 月 2004 年 2 月 2001 年 3 月 1999 年 7 月 2004 年 1 月
ホルモン療法開始日 手術直後 2003 年 9 月 手術直後 1999 年 8 月 2003 年 12 月























































Table 3　インタビュー内で発話された 10 人の乳がん患者の単語頻度
単語 品詞 頻度 単語 品詞 頻度
今 名詞 180 受ける 動詞 35
やる 動詞 102 先生 名詞 35
わかる 動詞 81 不安 名詞 35
手術 名詞 80 いる 動詞 34
いう 動詞 79 うち 名詞 34
自分 名詞 77 わかる＋ない 動詞 34
ない 形容詞 62 行う 動詞 33
ほんと 名詞 52 飲む 動詞 32
前 名詞 52 来る 動詞 31
良い 形容詞 51 する 動詞 30
現在 名詞 49 行く 動詞 30
病気 名詞 49 仕事 名詞 30
症状 名詞 46 以前 名詞 28
感じ＋？ 名詞 45 感じる＋？ 動詞 28
ホルモン療法 名詞 43 抗がん剤 名詞 28
凄い 形容詞 43 思う 動詞 28
見る 動詞 41 家族 名詞 27
治療 名詞 41 感じる 動詞 27
ある 動詞 40 強い 形容詞 27
言う 動詞 39 主人 名詞 27
話 名詞 38 手足 名詞 27
あと 名詞 37 風 名詞 27
人 名詞 37 聞く 動詞 27
全部 名詞 37 感じ 名詞 26
























　Table 4 は n01 から n10 に現れた特徴語（上位
20 件）の一覧である．また，Table 5 は特徴語分析
に対応した原文の一部であり，対応箇所は下線で示




























































































最初 7 18 わかる 19 80 入る 10 22 会社 12 15 ない 9 60
いう 11 70 感じ＋？ 10 45 人 11 32 前 14 43 長い 4 11
薬 5 19 ある＋ない 7 8 大丈夫 9 23 今 26 150 以前 4 26
自分 9 66 ない＋？ 9 35 自分 15 66 働く 8 10 健康 3 5
不安 6 31 いう 10 70 見る 10 32 わかる＋ない 9 31 肩こり 3 7
わかる 10 80 抗がん剤 6 23 ある 11 39 ほんと 11 49 感じ＋？ 4 45
普通 4 12 現在 8 48 冬のソナタ 5 5 言う 9 33 手足 3 26
ネット 3 3 話 7 36 でしょ 7 19 今現在 6 9 下着類 2 2
再建 3 3 薬 5 19 1 回 6 14 入院 6 10 へん 2 3
先生 5 27 後 4 8 8 月 5 8 取る 6 13 手術＋？ 2 5
いれる 3 4 風 5 24 むくむ 5 10 反対 5 6 遅い 2 5
ショック 3 6 1 種類 3 3 教える＋？ 4 4 仕事 7 23 自分 4 66
数日 3 6 2 種類 3 3 呼吸 4 4 聞く 7 23 反応 2 9
する 5 30 気 4 16 お茶 4 5 時間 6 15 する＋ない 2 10
痛い 4 19 臭い 3 4 教える 4 5 忙しい 5 10 感覚 2 10
受ける 5 31 触る 3 4 弱 4 5 でしょ 6 19 感じない 2 11
前 6 43 薬＋？ 3 4 姉 4 6 パズル 4 4 早い 2 12
精神的 3 8 おっしゃる 4 17 東京 4 6 午後 4 4 大丈夫＋？ 2 12
バック 2 2 ござる＋？ 3 5 貴重 5 13 いう 12 70 感じない＋？ 2 13
下がる 2 2 足 3 5 右 4 7 できる 6 21 恐ろしい 2 13






























嫁さん 16 16 ほんと 11 49 現在 7 48 主人 12 25 感じ 8 25
やる 26 73 抗がん剤 8 23 手術 7 69 良い 11 48 強い 8 25
うち 16 30 ひどい 7 18 わかる 7 80 仕事 7 23 違う 6 15
全部 14 30 やる 13 73 凄い 5 39 来る 7 25 体力的 5 5
今 34 150 病院 7 19 受ける 4 31 むくむ 5 10 ホルモン剤 5 8
買う 8 11 打つ 6 10 行う 4 32 お寺 4 4 いく 6 22
カラオケ 7 8 良い 10 48 ホルモン療法 4 36 2 人 4 5 普通 5 12
ほんと 14 49 来る 7 25 打つ 3 10 町 4 5 辛い 5 18
おじいさん 6 6 症状 8 35 今 8 150 する 7 30 副作用 4 5
車 8 18 感じ＋？ 9 45 大変 3 17 ある 8 39 母 4 5
子ども 6 7 手術後 5 10 辛い 3 18 1 か月 4 9 痺れ 4 5
孫 6 7 多い 4 5 13 歳 2 2 忙しい 4 10 感じる 5 25
いる 10 30 生理 4 6 動く＋できる 2 2 お彼岸 3 3 がん 4 12
主人 9 25 あと 7 34 悲惨 2 2 溜まる 3 3 飲む 5 29
いつも 7 15 具合 4 9 友人 2 2 身体 5 19 術前 3 3
行く 9 27 お店 3 3 なかった＋？ 2 3 見 3 4 体力 3 3
Uさん 5 5 安全 3 3 患者会Q 2 4 比べる 3 4 体力＋ない 3 3
乗る 5 5 A病院 3 3 説明 2 4 やる 12 73 動く＋ない 3 3
老人会 5 5 変わる＋ない 3 3 相談 2 4 昨日 3 5 手術 8 69







































A：別に何もやっていないからあれだけど，ただ老人会でカラオケ，週に，週にじゃない一月に 2回，第 1と第 3の木曜日にカラオケやってるんで
すよね，だからその時なんかね，出かけるときにやっぱりなんかぺっちゃんこになるのがおかしいから．






















































































































n09 を 1 つのかたまりとして捉えた場合に，このか
たまりから最も離れている患者は n07 と n10 と n03
であることがわかる．1つのかたまりとして捉えら













Table 4 においても量的に示されている．n06 や
n09 は，家族のサポートや病いに対するポジティブ
な語りが多く見られた．










































































































































































































































































14） Engel GL : The need for a new medical model : 






























25） Seale C and Charteris-Black J : The interaction 








NARRATIVES OF BREAST CANCER PATIENTS
― with Special Focus on Surgery and Hormone Therapy Experience ―
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　Abstract 　　 Hormone therapy is commonly used for breast cancer patients in Japan.  Although 
horomonotherapy is recognized to have few side eﬀects, complications such as hot ﬂashes may cause im-
paired quality of life of the patients.  The aim of the present study was to reveal the psychological state 
of breast cancer patients through an exploratory analysis of their narratives by Text Mining Studio, a 
text mining software.  Participants were ten breast cancer patients who had experienced both surgery 
and hormone therapy.  The narratives were collected in a semi-structured interview and analyzed by us-
ing the software.  Word frequency analysis showed that the words used in narratives were associated 
with not only therapy but also patients' daily life, such as family and work.  The words were classiﬁed 
into three areas : therapeutic experience, daily life experience, and psychological and physical conditions. 
In the hormonotherapy category, words related to psychological states were rarer than in the operation 
category.  Correspondence analysis showed two clusters of participant : those with suﬃcient family sup-
port narratives and those with narratives of suﬀering from symptoms.  Analysis of patients' narratives 
revealed that mitigation of physical symptoms led to alleviation of anxiety in relation to surgery.  In rela-
tion to hormone therapy, there was no such relationship between physical and psychological distress. 
Narratives of younger patients are needed in a future study.  The present study abductively suggests 
that a variety of support for breast cancer patients by nursing professionals is necessary to alleviate 
physical pain and psychological anxiety.  In addition, the strong support from family members helps pa-
tients confront their lives positively.  Construction of support contents on the basis of understanding vari-
ations of patients' narratives is an important task for professionals.
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